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新採泥管について

谷 田 専 治 〈東北海区水産研究所〉

ON A NEW SAMPLER FOR MARINE MUDS. 

Sellji TANITA 

This instrumcnt was designed for taking marine-or lake-muds， working on thc same 

principlc uscd by Moore & Nei1lく1930).

It is a brass body cOlltaining aglass tube. Thc length of the machine is 42 cm "and the 

total weight is 4.5 kg， so that it faIIs by itsown weight and drives into the muds， which 
partialIy fiIls the gla8s tube. Fig. 2 Is a horizontal section of the instrument. The main body 

is a heavy braSll tube of 0.5 cm ill thickness， and its external diamctcr is 5 c"m. The glass 

tube is loaded into the sheath of the main body. Thc diamctcr of the glass tubc is 3 cm alld 

the lellgth is 30 cm. 

The advantages 01' the present sampler are as follows: 

1) This sampler is sma!I CIIOllgh to be w巾rkedby haud， 2) it t'l.ke司 acoIllmn of muds of 

se¥'"eraI centimeters IOllg withollt disturballce， alld thus the muas are used for aualysis， becausc 
the sampler is raised without couta.minatiou， 3) several laycrs of the Jifferent types of bot-
tom murl with clear bouudaries are visible immediatcly from the ou同ideof the glass tube， 
4) whell the glass tube i月exchangedfor a llew， it can be brought back to the laboratory in 

the saIllc state of colIecting conditions， and 5) 色iscap乱bleof coIlecting the bo悦omwater. 
with the mud at the same time. 

緒言

湖濁や海洋の底質並に底棲生物の採取用としては、いろいろな底質採取務が考案されているが.そ

れを大別すれば、底質を摘みとる採泥器 SlIapperと、底質をくりぬいて取る採泥管 Samplerとに.

tr..る。前者に属するものには BirgeEkmaIlll式、丸川式、 IJらger型.MOllaco型、 Peterson型、 D.A.

E.型.Siegs.bee型なEがあり、後者に属するものとしては北原式.関式.岡本式、田中式、 Piggot's

gun などがある。又.Moore & Ne;II (1930)の考案したもDも後者に入る。このほか、底質と底棲
生物をとるものに¥熊図式簡便採泥器や DredgeなEがある。とれらの底質採取器は使用場所及び使

用目的の異るにつれて、その形、大さ、重量、構造などは様kである。

著者は噴火湾近海D海洋調査にあたり、鹿賀のお:度組成及び有機物等の研究を行うために、 Moore

& Neillの発表した採掘管を基とし、小型の探泥管を考案試作し、底質採取を行っている。以下にそ

の構造と使用法の大国各を記し、大方の御批評を乞うものである。

2 構 造

第 1 図は採泥~の全形を示したものである。管の全長42cm (ワイヤー取っけ用の取手を含めれば57
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cm)、最犬径7cm、金重量 4.okgでもる O 三本器の主要部は異鎗
t管で、下ーより2()cmの中央部に於てネ

グにより上下に分離ができる。慎重縁管の上部(A)は、第1図及
び断固を示した第2図でみられるよう

に.ワイヤー取っけ周の取手(a)と、千衡を保つための日放の
羽根(f)がついている。管の上端には

門部の硝子管をおさえるためのバネ(c)のついた中きさの栓(b ')
がネデによって取Pてつけてある。との

栓は普通は取りはヂす必要はないのであるが、洗漸掃除を便
にするために取Pはやしにしたのである。

第鎗管D下部(B)は硝子管を入れる部分で 2(、cm あり、下端には鉄製の~欣のものCh)がネヂによっ

て取りつけてある。との忍は使用中石や搬に当って先端が破
損した際に取Pかえられる。叉これを取

りは十せぽ内部の硝子管を取りかえるとともできる。

・寅.草食管の内部には内径3cm、長さ 第 1図採泥管会形

3l'cmの硝子管Cg)を挿入する。硝

子管は厚さ 3mmの両端の聞いたも

ので、上端にはゴム栓Cd)によって

活栓(e)を挿入し、その上にあるパ

ネによってゴム栓がおさえられるよ

うになる。活栓は探泥管が降下する

際に上方tc:押上げられ、内部の水が

通りぬけるが採泥管が上昇する時は

71<圧によって閉まり、硝子管内に入

った底質及び71<が落下しないように

なる。

本器は第2図のように活栓っきゴ

ム栓をつけた硝子管を挿入したものを、測深の際にνッ下代
用として降下

し水底につきさすのである O これを舶上に引きあげ、下端にゴ
ム栓をなし、

中央部をねぢて静かに中の硝子管を取り出し、上部の活栓部
を普通のゴム

栓に代え、そのま L、又は国定液を滴下して持ちかえる。採
泥管には新し

い硝子管を挿入し、ヨたの採泥を行うのである。*器によれば
採泥と同時に

底に接する水をもとるととができる。即ち底水を必要とする
場合には、採

取後直ちにサイフォンによって71<を酸素瓶叉は普通の採水瓶
に移ナ。硝子

管内D底質は管の同径の管瓶に移せば、探取時とほど同じ紋
態で底質を幾

層かに分けるととができるし、下端のゴム栓をとり、下に管
瓶をおいて静

かに振れぽ、上から押すことなしに、底質は瓶中に落下する。
ヌド器は構造

上から採取可能の底質の厚さは約 20cm とたる。尚との採泥管
の特徴とす

るととろは、小型であるから簡単に手で取扱えるとと以外に
、底質をかき

乱さやに住般に採取され、而も探取管が硝子であるから、底二士
二の屠を直ち

に外から見ると Eができるとと、及7;'硝子管を多く用意すれば、取った
時のそのま Lの欣態で実験宗

え持ちかえるととができるO 叉底に接する7l<が同時探取され
、泥及び底水がそのま L乱されやに、而

3 用イ史 法
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第 2図
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A.上部員総管oTI.下部貫
録管。 11. ワイヤー取付け用

取手。 b.中空絵oC・パネ。

【1.ゴム栓。 e.訴栓。f.羽根

g. lii'J'二子管。 h.鉄製匁輪。
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も金属にふれるととが極めて短時間であるから、分析にも使用し得るととなどである。
本器は噴火湾近海の海洋調査の際使用した。採取される泥の厚さは底質そのものの性質によ P異る
が.大体 5-15cmであった。但し底質が粗砂叉は砂醸の地点では使用していないから、泥叉は杉泥
質の地点に於けると同ヒように採取されるかEうかは不明である。
製作にはゴム栓 2個つきの硝子管10本を含み、約 1万円を要した。
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